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　高齢者の皆さまに読みやすい広報をと、今春
から文字を大きくしました。それによって狭く
なった紙面に、できるだけ多くの情報を掲載で
きるよう通常号のページ数をすべて８ページと
しましたが、お伝えする情報も年々多くなって
いることから、臨時増刊号を発行しました。�

平成 
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平
成　

年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

１８

た
。
こ
と
し
は
、
総
合
計
画
下
期
５
か
年
計
画
の
２
年

目
に
当
た
る
重
要
な
年
。
本
計
画
で
設
定
し
た
６
つ
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
沿
っ
て
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
充
や
、
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
の
推
進
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
役
立
つ
事
業
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、市
制
施
行　

周
年
を
来
年
１
月
に
控
え
、

４０

花
火
大
会
や
、
駅
コ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
ど
記
念
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
号

で
は
、
年
の
瀬
に
当
た
り
こ
と
し
１
年
を
振
り
返
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

福福福福福福福福福福
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やややややややややや
教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育
なななななななななな
どどどどどどどどどど
充充充充充充充充充充
実実実実実実実実実実

福
祉
や
教
育
な
ど
充
実

環
境
や
安
全
を
協
働
で
推
進
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本
市
で
は
、
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、

４
月
か
ら
私
立
幼
稚
園
の

園
児
補
助
金
を
増
額
。
８

月
か
ら
は
乳
幼
児
医
療
費

の
助
成
制
度
を
拡
充
し
、

通
院
お
よ
び
１
日
以
上
の

入
院
に
対
し
て
、
助
成
対

象
年
齢
を
従
来
の
３
歳
未
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子
育
て
し
や
す
い

子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て

ま
ち
を
目
指
し
て

満
か
ら
就
学
前
児
ま
で
拡

大
し
、
保
護
者
の
方
の
負

担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
ス
タ
ー

ト
し
た
安
心
メ
ー
ル
は
、

約
７
６
０
０
人
の
方
に
登

録
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

４
月　

日
に
機
能
を
リ
ニ

１５

ュ
ー
ア
ル
す
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
安
全
に
関
す
る

情
報
と
し
て
、
不
審
者
情

報
や
家
出
人
の
発
見
協
力

依
頼
等
も
配
信
し
て
い
ま

す
。

�
　

市
で
は
、
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
を
抑
制
し
、

流
山
特
有
の
資
源
で
あ
る

「
豊
か
な
緑
」
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め

る
た
め
、「
流
山
グ
リ
ー
ン

チ
ェ
ー
ン
戦
略
」
を
昨
年

９
月
に
発
表
。
こ
と
し
４

月
か
ら
、「
緑
の
価
値
指
標
」

を
定
め
、
こ
れ
に
適
合
し

た
プ
ラ
ン
に
「
グ
リ
ー
ン

マ
ー
ク
」
を
交
付
す
る
グ

リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
認
定
制

度
を
開
始
し
ま
し
た
。
グ

リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
認
定
を

受
け
た
物
件
に
関
し
て
は
、

住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
優
遇

が
受
け
ら
れ
る
な
ど
の
特

典
が
あ
り
、
７
月
に
は
、

グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
認
定

第
１
号
を
受
け
た
住
宅
が

販
売
さ
れ
好
評
を
得
ま
し

た
。

　

ま
た
、
昨
年　

月
に
ス

１１

タ
ー
ト
し
た
市
タ
ウ
ン
バ
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特
色
を
活
か
し
た

特
色
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

ス
「
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
」
は
、

　

月　

日
に
、
累
計
乗
車

１１

１８

人
数
が　

万
人
を
突
破
し

１８

ま
し
た
。
９
月
に
は
乗
り

継
ぎ
券
を
発
行
、
来
年
に

は
江
戸
川
台
東
ル
ー
ト
の

延
伸
や
、
西
初
石
ル
ー
ト

の
新
設
が
予
定
さ
れ
る
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
受
け
、
さ
ら
に
便
利
で

親
し
ま
れ
る
バ
ス
を
目
指

し
ま
す
。

　

８
月　

日
に
開
業
１
周

２４

年
を
迎
え
た
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
は
、
流
山
お
お

た
か
の
森
駅
が
Ｔ
Ｘ
全　
２０

駅
で
第
３
位
、
南
流
山
駅

が
第
４
位
の
乗
降
客
数
を

記
録
す
る
な
ど
、
多
く
の

方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｘ
沿
線
の

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

駅
周
辺
で
は
、
４
月
に
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー

プ
ン
。
市
民
の
方
々
が
生

涯
学
習
に
利
用
で
き
る
ホ

ー
ル
や
会
議
室
、
体
育
館

を
備
え
る
ほ
か
、
市
民
活

動
の
拠
点
と
し
て
利
用
で

き
る
市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
流
山
お
お
た
か
の
森

駅
自
由
通
路
で
行
わ
れ
好

評
を
得
て
い
る
「
お
お
た

か
の
森
駅
コ
ン
サ
ー
ト
」

は
、
Ｔ
Ｘ
開
業
１
周
年
企

画
と
し
て
８
月
に
行
わ
れ

た「
駅
コ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル�
サ

マ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
２
０

０
６
�」
に
、
約
８
０
０
０

人
の
方
が
集
ま
り
ジ
ャ
ズ

や
ロ
ッ
ク
を
楽
し
み
ま
し

た
。
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だ
れ
も
が
住
み
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て
、
３
月

に
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構
想
が
策
定
さ
れ
、
駅

と
そ
の
周
辺
地
区
に
お
け

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
、

重
点
的
か
つ
一
体
的
に
推

進
す
る
基
本
的
な
考
え
方

を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
か

１８

ら
平
成　

年
度
ま
で
の
３

２０

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

高
齢
者
総
合
計
画
で
は
、

介
護
保
険
事
業
計
画
と
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
を
一

体
化
し
、
高
齢
者
の
誰
も

が
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で

�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������

誰
も
が

誰
も
が

住
み
や
す
い

住
み
や
す
い

ま
ち
へ

ま
ち
へ

生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
市
と
市
民
の

協
働
に
よ
る
保
健
、医
療
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

す
す
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
　

月
に
は
、
障
害
者
自

１０
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
る

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
市
独
自
の
軽
減
策

を
設
定
し
ま
し
た
。

�
　

４
月
に
、
日
経
グ
ロ
ー

カ
ル
が
発
表
し
た
「
全
国

市
区
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

調
査
」
の
「
住
民
１
人
当

た
り
の
行
政
コ
ス
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
本
市
が
低
コ

ス
ト
日
本
一
と
し
て
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。本
市
で
は
、

４
月
か
ら
指
定
管
理
者
に

よ
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

や
福
祉
会
館
な
ど
の
管
理

・
運
営
を
ス
タ
ー
ト
。
ま

た
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

計
画
を
策
定
す
る
な
ど
、

さ
ら
に
行
財
政
改
革
を
す

す
め
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り

充
実
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
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低
コ
ス
ト
で

低
コ
ス
ト
で

よ
り
充
実
し
た

よ
り
充
実
し
た

サ
ー
ビ
ス
を

サ
ー
ビ
ス
を

　子どもたちの明るい未来へ

１１年を年を
振り返って振り返って

　約８０００人が楽しんだサマーファンタジア

　４月にオープンした生涯学習センター
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市
内
の
こ
と
し
の
主
な
出
来
事（
１
月
〜
５
月
）

市
内
の
こ
と
し
の
主
な
出
来
事（
１
月
〜
５
月
）

１月２月３月４月５月

◎
姉
妹
都
市
長
野
県
信
濃
町
で
記
録
的
な
積
雪
。井
崎
市
長
が
市
災

害
見
舞
金
を
届
け
る

◎
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
流
山
ユ
ー
・
ア
イ
ネ
ッ
ト
が
福
祉
輸
送
セ
ダ
ン
特
区

の
認
定
を
受
け
た
福
祉
有
償
運
送
を
ス
タ
ー
ト
。
３
月
に
９
団
体
、

６
月
に
１
団
体
が
認
定
を
受
け
全　

団
体
に

１１

◎
文
化
会
館
で
成
人
式
、
１
７
７
９
人
が
新
成
人
に

◎
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
ヂ
ン
ガ
ラ
餅
行
事
」
と
「
鰭
ケ
崎
お

び
し
ゃ
行
事
」
が
行
わ
れ
る

◎
ケ
ニ
ア
の
環
境
・
天
然
資
源
副
大
臣
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん

が
来
日
。
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
井
崎
市
長
と
懇
談

◎
流
山
市
子
ど
も
読
書
推
進
の
会
が
設
立
さ
れ
る

◎
総
武
流
山
電
鉄
開
通　

周
年

９０

◎
市
内
農
産
物
を
使
っ
た
第
１
回
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

◎
「
第
１
次
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計
画
」
を
策
定

◎
「
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
」
を
策
定

◎
「
環
境
行
動
計
画
」
を
策
定
。
地
域
の
温
暖
化
対
策
は
千
葉
市
に

次
ぐ
県
内
２
番
目

◎
「
緑
の
基
本
計
画
」
を
策
定

◎
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
誌
の「
住
民
１
人
当
た
り
の
行
政
コ
ス
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
、
本
市
が
低
コ
ス
ト
日
本
一
と
し
て
紹
介
さ
れ
る

◎
私
立
幼
稚
園
園
児
補
助
金
を
増
額

◎
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
認
定
制
度
ス
タ
ー
ト

◎
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
下
花
輪
（
下
花
輪
福
祉
会
館
）
オ
ー
プ
ン

◎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

◎
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

◎
安
心
メ
ー
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。子
ど
も
に
対
す
る
不
審
者
情
報
の

配
信
体
制
を
強
化

◎
「
都
市
景
観
形
成
基
本
計
画
」
を
策
定

◎
「
流
山
市
路
上
喫
煙
及
び
ポ
イ
捨
て
防
止
条
例
」
を
施
行

◎
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

◎
流
山
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
改
正

◎
指
定
管
理
者
に
よ
る
市
内
公
の
施
設
の
管
理
・
運
営
が
ス
タ
ー
ト

◎
公
益
事
業
補
助
金
事
業　

事
業
が
決
定

１０

◎
利
根
運
河
桜
ま
つ
り
が
行
わ
れ
る
。観
光
立
県
千
葉
モ
デ
ル
事
業

の
指
定
を
受
け
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
眺
望
の
丘
を
整
備

◎
公
募
市
民
を
中
心
と
し
た
市
民
協
議
会
に
よ
る
自
治
基
本
条
例
の

原
案
づ
く
り
始
ま
る

◎
な
が
れ
や
ま
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
「
花
恋
人
」
が
オ
ー
プ
ン
ガ

ー
デ
ン
ブ
ッ
ク
を
出
版

◎
「
高
齢
者
総
合
計
画
」
を
策
定

◎
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
、
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ

ん
か
ら
市
民
宛
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
届
く

（
４
面
へ
続
く
）

※
太
字
の
項
目
は
、
上
段
に
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
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平成１８年１２月１７日（日曜日）　　　（　）２

現在）
５年前の構成比１年前の構成比構成比

１.３％０.２％０.２％
８.０％１０.０％９.４％
１８.１％８.３％７.５％
４.３％９.０％８.８％
３８.３％３６.９％３３.８％
７.６％１２.５％１４.３％
１０.２％１１.２％１３.８％
９.６％９.２％９.４％
２.６％２.７％２.８％
１００％１００％１００％

名です

比率（Ｂ／Ａ）短縮して昇給した職員数（Ｂ）
１７年度１６年度１７年度
４.２％５.４％４６人

給　料　月　額　等
近 隣 市
最 低 額

近 隣 市
最 高 額

現給料額
２０％減額後の額） 

８６３,０００円１,０５０,０００円７４４,０００円
７３７,０００円８６０,０００円６４２,４００円
５０５,０００円７２０,０００円
４５５,０００円６６０,０００円
４３０,０００円５９０,０００円

４.４５月分

４.４５月分

　　　　（１期の手当）　　　　　　　　（支給時期）
４５　　　　　　２,００９万円　　　　　　　　任期毎に支給
２５　　　　　　　９６４万円　　　　　　　　任期毎に支給

◆職員の手当の状況
（１）期末手当・勤勉手当

国千　　葉　　県流　　山　　市

－－１人当たり平均支給額（平成１７年度）
１９０万１千円

（平成１７年度支給割合）  
　　　期末手当　　勤勉手当
　　　3.0月分　　　1.4５月分
（再任用職員）
　　　1.6月分　　　0.7５月分

（平成１７年度支給割合）  
　　　期末手当　　勤勉手当
　　　3.0月分　　　1.4５月分
（再任用職員）
　　　1.6月分　　　0.7５月分

（平成１７年度支給割合）  
　　　期末手当　　勤勉手当
　　　3.0月分　　　1.4５月分
（再任用職員）
　　　1.6月分　　　0.7５月分

（加算措置の状況） 
職制上の段階、職務の級等による加算措置

役職加算　５％～２０％
管理職加算１０％～２５％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措
置

加算措置あり

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措
置

役職加算５％～２０％

（２）退職手当（平成１８年４月１日現在）

国流　　山　　市
勧奨・定年自己都合（支給率）勧奨・定年自己都合（支給率）
27.3　月分21.0　月分勤続２０年27.3　月分21.0　月分勤続２０年
42.12月分33.75月分勤続２５年42.12月分33.75月分勤続２５年
59.28月分47.5　月分勤続３５年59.28月分47.5　月分勤続３５年
59.28月分59.28月分最高限度額59.28月分59.28月分最高限度額

○その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）

○その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）
○退職時特別昇給
　勤続15年以上・勧奨および定年退職者1～2号給
○１人当たり平均支給額
 １,４３５万６千円（自己都合）
 ２,３７７万４千円（勧奨・定年）

※退職手当の１人当たり平均支給額は、平成１７年度に退職した職員に支給された平均額です

（３）地域手当（平成１８年４月１日現在）
４億８,７７５万１千円支給実績（平成１７年度決算） 
４５８,８４３円支給職員１人当たり平均支給年額（平成１７年度決算）

国の制度（支給率）支給対象職員数支給率支給対象地域
１％（平成２２年度から３％）1,0６３人８％全地域

１日現在）

主な増減理由

人
守衛・運転業務の縮小・欠員不補充等による減人
欠員不補充等による減人

人
欠員不補充等による減人
欠員不補充等による減人

人
＜参考＞人口1,000人当たり職員数　2.44人人
年金事務の縮小・欠員不補充等による減人
ごみリサイクル事務の充実・保健師の充実人
＜参考＞人口1,000人当たり職員数　1.82人人

人
事務の統廃合・指定管理者制度導入による減人
欠員不補充等による減人
＜参考＞人口1,000人当たり職員数　6.40人人
水道事業の一部業務委託による減人
欠員不補充等による減人
介護保険事務の充実による増員人

人

＜参考＞人口1,000人当たり職員数　7.01人人

計６０歳以上５６歳～５９歳５２歳～５５歳４８歳～５１歳４４歳～４７歳４０歳～４３歳

１,０７３人４人１２６人１８２人１９４人１５９人１１８人

値目標

平成２２年
数値目標平成１８年１年目７年

始期

１９人
１１人
－８人
６５３人人
２５人
４人

－２１人
３２６人人
７人
５人

－２人
９４人人
５１人
２０人
－３１人

９６４人
２２.１４％（注）１,０７３人人

（４）特殊勤務手当（平成１８年４月１日現在）
全職種区　　　分

４,１６６万４千円支給実績（平成１７年度決算）
６９,４４１円職員１人当たり平均支給年額（平成１７年度決算）
５４.４％職員全体に占める手当支給職員の割合（平成１７年度決算）
２１手当手当の種類（手当数）

（５）時間外勤務手当
職員１人当たり平均支給年額支給実績

１７０,０００円１億５,２６９万１千円平成１７年度決算
１６１,０００円１億４,５９３万１千円平成１６年度決算

（６）その他の手当（平成１８年４月１日現在）

支給職員１人
当たり平均支
給年額（平成
１７年度決算）

支給実績
（平成１７年度決算）国の制度との相違点内容および支給単価手当名

２５２,９６３円１億５,１２７万１,７３２円国と同制度

○配偶者 １３,０００円
○配偶者以外の扶養親族
２人まで ６,０００円
３人目から ５,０００円
（１６歳～２２歳の子１人につき５,０００
円加算）

扶養手当

９６,５４５円１億２２４万１,６２５円

○借家の場合（家賃１２,０００円を超える場合に限る）
　家賃の額に応じて２７,０００円を限度に支給
○自宅の場合
　新築・購入後５年間２,５００円

○借家の場合（家賃１１,５００円を超
える場合に限る）
　家賃の額に応じて２７,５００円を限
度に支給
○自宅の場合（世帯主に限る）
 ８,０００円（注）

住居手当

９８,２１４円８,８１９万６,４５７円

○電車・バスを利用する場合
　月額５５,０００円を限度として、６カ月を超えな
い期間で低廉な定期券の価格を一括支給
○乗用車等を使用する場合
　使用距離に応じて２,０００円～２４,５００円を支給

○電車・バスを利用する場合
　６カ月を超えない期間で低廉な
定期券・回数券等の価格を一括支給
○乗用車等を使用する場合
　使用距離に応じて５,１００円～
３２,８３０円を支給

通勤手当

５６６,９９１円９,７５２万２,３７３円

○管理又は監督の地位にある職員の官職のうち、
規則で指定する官職を占める職員に対し支給
　一種 給料月額の２５％　　　　
　二種 給料月額の２０％　　　　
　三種 給料月額の１６％　　　　
　四種 給料月額の１２％　　　　
　五種 給料月額の１０％　　　　
　本省庁課長補佐 給料月額の８％　　　　

○６級～９級の管理職に支給される

９級（部長相当職）給料月額の１５％
８級（課長相当職）給料月額の１２％
７級（課長補佐相当職）給料月額の１０％
６級で管理職であるもの（指導主
事、幼稚園園長）給料月額の９％

管理職手当

４０９,２９３円６,８７６万１,２６５円○祝日および年末年始に勤務した職員に通常の
時間単価に１３５／１００を乗じた額を支給

○祝日に勤務した職員に通常の時
間単価に１３５／１００を乗じた額を支
給
○年末年始に勤務した職員に通常
の時間単価に１５０／１００を乗じた額
を支給

休日勤務手
当

７１,８３２円１,１０６万２,０９８円国と同制度

○正規の勤務時間として深夜（午
後１０時～翌日午前５時）に勤務し
た職員に通常の時間単価に２５／１００
を乗じた額を支給

夜間勤務手
当

１４,７０５円１２９万４,０００円

○管理職が臨時又は、緊急の必要等により週休
日又は休日等に勤務した場合に支給される
　一種 １２,０００円　　　　　　　
　二種 １０,０００円　　　　　　　
　三種 ８,０００円　　　　　　　
　四種 ６,０００円　　　　　　　
　五種 ４,０００円　　　　　　　

○管理職が臨時又は、緊急の必要
等により週休日又は休日等に勤務
した場合に支給される
９級（部長相当職） １０,０００円
８級（課長相当職） ８,０００円
７級（課長補佐相当職） ６,０００円
６級で管理職であるもの（指導主
事、幼稚園園長） ４0,０００円

管理職特別
勤務手当

基づき、１期（４年＝４８月） 勤めた場合における退職手当の見込額です

純減率純減数
１２.７％140人

  　　（各年４月１日現在）

注：自宅の場合の住居手当「世帯主」分は、平成１９年４月から月額７,０００円となります

（　）　　 臨時増刊号３

市人事行政の運営状況の公表
　「流山市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、行政運営における人事の公正性・透明
性の確保を目的に、前年度における職員の任用、給与、勤務時間、分限、懲戒、服務、研修、千葉県市町村
公平委員会からの業務状況の報告等について、市長がその概要を毎年公表するものです。 
　なお、詳しい内容については、ホームページや市役所情報公開コーナーでご覧いただけます。

□問 人事課�７１５０－６０６８

◆人件費の状況（平成１７年度普通会計決算）
（参考）平成１６年
度の人件費率

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人　件　費
（Ｂ）実 質 収 支歳　出　額

（Ａ）
住民基本台帳人口
（平成１８年３月３１日）区　分

２８.７％２６.３％９５億８,３７５万９千円１０億５,４０６万７千円３６４億７,１４８万７千円１５３,０２６人流山市

２４.６％２６.１％１０５億６,２４３万３千円１０億１,４００万１千円４０５億１,２０７万１千円１５２,２６１人野田市

２５.２％２６.８％２４５億７,５８７万円　　３３億１,４８１万３千円９１５億４,７５０万９千円３７７,４７４人柏　市

２７.５％２７.７％２９７億５,０８９万３千円５１億１,０７６万４千円１,０７３億１,１９２万４千円４６９,０９０人松戸市

◆職員給与費の状況（平成１７年度普通会計決算）

１人当たり
給与費（Ｂ／Ａ）

給 与 費職員数
（A） 計（B）期末・勤勉手当職員手当給　　料

６７２万３千円７１億９,９７９万９千円１８億５,２５５万４千円１１億１,３００万４千円４２億３,４２４万１千円１,０７１人

◆人件費削減措置状況（本市では厳しい財政状況により、以下のとおり人件費の削減措置を行っています）
内　　容実施期間削減措置区　分

管理職手当を１０％減額平成１１年４月から平成１９年３月まで管理職手当の減額
一般職 管理職に支給される期末・勤勉手当の基礎額に加算す

る率を一律３～５％引き下げ同上期末・勤勉手当基礎額に
おける加算率の引き下げ

市長、助役および教育長の給料月額を２０％減額平成１５年７月から当分の間給料月額の減額

特別職 市長、助役および教育長に支給される期末手当を１０％減額平成１１年４月から平成１９年３月まで期末手当の減額

議員に支給される期末手当を５％減額平成１７年１月から平成１８年１２月まで議員期末手当の減額

◆ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

全国市平均近隣市平均流山市

１０１.７１０３.３１０３.１平成１２年度

　９７.６１００.７　９７.８平成１７年度

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合
の地方公務員の給与水準を示す指数です

※近隣市平均とは、我孫子市・野田市・柏市・松戸市・鎌ヶ谷市
のラスパイレス指数を単純平均したものです

※職員手当には、退職手当を含みません
※職員数は、平成１７年４月１日現在の人数です

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　　　　分

３７３,４３８円３１１,７９２円４７.０歳流　山　市

３４９,０６８円３０８,０１６円４８.６歳学校給食員

４０８,７４６円３０３,６８８円４１.７歳清 掃 職 員

４１０,０７４円３６０,７６３円５５.４歳用　務　員

４２７,００９円３４９,８０８円５０.５歳野　　田　　市

３８７,９１２円３２４,５６８円５０.５歳柏　　　　　市

３８０,３２５円３１６,３５６円４７.１歳松　　戸　　市

３７９,４７４円３２９,９６６円４９.１歳千　　葉　　県

－２８６,５００円４８.４歳国

３６０,０１１円－５６.１歳民間事業者平均

　②技能労務職（平成１８年４月１日現在）
◆職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
　①一般行政職（平成１８年４月１日現在）

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分

４８７,２７４円３９０,３３４円46.9歳流山市

４７８,０４６円３５９,３０９円４２.７歳野田市

４９６,３２３円３８６,７７１円４６.２歳柏　市

５１５,２９５円３９３,００９円４６.６歳松戸市

４５１,８５８円３６８,８４２円４４.７歳千葉県

－３２８,４７７円４０.４歳国

◆職員の初任給の状況（平成１８年４月１日現在）

初任給区　　分

１７６,８００円大学卒
流山市

一　 般
行 政 職

１４２,８００円高校卒

１７６,７００円大学卒
野田市

１４８,０００円高校卒

１７７,８００円大学卒
柏　市

１４３,８００円高校卒

１８３,８００円大学卒
松戸市

１４８,０００円高校卒

１７６,８００円大学卒
千葉県

１４２,８００円高校卒

 １７９,２００円大学卒国　Ⅰ

 １７０,２００円大学卒国　Ⅱ

１４２,８００円高校卒流山市

技　 能
労 務 職

１３９,５５０円高校卒野田市

１５９,６６７円高校卒柏　市

１４５,１００円高校卒松戸市

１４２,８００円高校卒千葉県

◆職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　（平成１８年４月１日現在）

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　　分

３８２,３７５円３２５,０２７円２４４,５３３円大学卒
流山市

一　般
行政職

３００,４００円２５７,３５０円―高校卒

３６９,１５６円３２０,６００円２７８,６００円大学卒
野田市

３１７,８３３円２７２,８６７円２２８,６００円高校卒

３６４,５４０円３２５,０００円２８２,３２６円大学卒
柏　市

３２９,１７５円２７９,８１４円２２８,７００円高校卒

３８４,９７０円３１５,５３０円２６８,２００円大学卒
松戸市

３３１,７００円２７６,８００円―高校卒

２６５,９００円２５７,３６７円１８９,６００円高校卒
流山市

技　能
労務職

２８５,４００円――中学卒

２９６,０００円２５９,８００円―高校卒
野田市

２８５,５００円――中学卒

２７０,４８０円２７０,２４０円２２９,０５０円高校卒
柏　市

―――中学卒

―２６０,８２０円―高校卒
松戸市

２７６,０２０円２４６,４００円１８９,０００円中学卒

◆一般行政職の級別職員数の状況（平成１８年４月１日
職員数標準的な職務内容区　　分
１人事務員／技術員１　級
４８人主事／技師２　級
３８人主任主事／主任技師３　級
４５人副主査４　級
１７２人係長／主査５　級
７３人係長／主査６　級
７０人課長補佐 ７　級
４８人次長／課長８　級
１４人部長／事務局長９　級
５０９人合　　計

※流山市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職

◆昇給期間短縮の状況（企業会計含む全職員）
普通昇給期間（１２～２４月）を短職員数（Ａ）

１６年度１７年度１６年度
６１人１,１０３人１,１３３人

◆特別職の報酬等の状況（平成１８年４月１日現在）
区　　分

（２条例上の額
給　 　 料

９３０,０００円市　 長
８０３,０００円助　 役
５５０,０００円議　 長

報　 　 酬 ４９０,０００円副 議 長
４６０,０００円議　 員

（平成１７年度支給割合）市　 長

期 末 手 当
助　 役

（平成１７年度支給割合）
議　 長
副 議 長
議　 員

（算定方式）　　　　
退 職 手 当 給料月額×在職月数×０.４市　 長

給料月額×在職月数×０.２助　 役

◆職員数の状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由（平成１８年４月

対前年
増減数

職　員　数区分
部門 平成１８年平成１７年

　０人　９人　９人議　 会

一
般
行
政
部
門

普
通
会
計
部
門　

－５人１６６人１７１人総　 務
－１人５３人５４人税　 務
　０人０人０人労　 働
－１人９人１０人農　 水
－１人１１人１２人商　 工
　０人１２６人１２６人土　 木
－８人３７４人３８２人計
－２人１９８人２００人民　 生福

祉
部
門

　２人８１人７９人衛　 生
　０人２７９人２７９人計
－８人６５３人６６１人一 般 行 政 計
－１９人１６１人１８０人教 育 部 門
－２人１６５人１６７人消 防 部 門
－２９人９７９人１,００８人小　 計
－５人２７人３２人水　 道公

営
企
業
等

会
計
部
門

－１人２３人２４人下 水 道
　４人４４人４０人そ の 他
－２人９４人９６人計

－３１人１,０７３人
〔１,３２６人〕

１,１０４人
〔１,３２６人〕

合　　　　計
〔　〕内は、条例定数の合計

（２）年齢別職員構成の状況（平成１８年４月１日現在）

３６歳～３９歳３２歳～３５歳２８歳～３１歳２４歳～２７歳２０歳～２３歳２０歳未満区　分
９０人８５人７２人３８人５人０人職員数

（３）定員管理の数値目標および進捗状況
①平成１７年４月１日～平成２２年４月１日における定員管理の数

平成１７
計画始

区　分
部　門

減　　　員

一 般 行 政
増　　　員
差　　　引

６６１人職　員　数
減　　　員

特 別 行 政
増　　　員
差　　　引

３４７人職　員　数
減　　　員

公 営 企 業 等 会 計
増　　　員
差　　　引

９６人職　員　数
減　　　員

計
増　　　員
差　　　引

１,１０４人職　員　数

注：数値目標に対する進捗率を示しています

※「平均給料月額」とは、平成１８年４月１日現在における
各職種ごとの職員の基本給の平均です

※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養
手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべ
ての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与
実態調査において明らかにされているものです

流山市の給与・定員管理等について 
　給与・定員管理等の公表は、「地方公共団体における職員給与等の公表について」（平成１８年１０月２０日付け総務
事務次官通知）の様式記載要領などに準じて掲載しているものです。
　なお、表中の千葉県の数値は、「千葉県民だより」を、近隣市の数値は、各市の協力によって作成しました。
また、引用した資料の違いにより、数値が異なる場合があります。

※退職手当の「１期の手当額」は、減額前の給料月額および支給率に基

平成２２年4月1日職員数平成１７年4月1日職員数
964人1,104人

②定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要  
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平成１８年１２月１７日（日曜日）　　　（　）２

現在）
５年前の構成比１年前の構成比構成比

１.３％０.２％０.２％
８.０％１０.０％９.４％
１８.１％８.３％７.５％
４.３％９.０％８.８％
３８.３％３６.９％３３.８％
７.６％１２.５％１４.３％
１０.２％１１.２％１３.８％
９.６％９.２％９.４％
２.６％２.７％２.８％
１００％１００％１００％

名です

比率（Ｂ／Ａ）短縮して昇給した職員数（Ｂ）
１７年度１６年度１７年度
４.２％５.４％４６人

給　料　月　額　等
近 隣 市
最 低 額

近 隣 市
最 高 額

現給料額
２０％減額後の額） 

８６３,０００円１,０５０,０００円７４４,０００円
７３７,０００円８６０,０００円６４２,４００円
５０５,０００円７２０,０００円
４５５,０００円６６０,０００円
４３０,０００円５９０,０００円

４.４５月分

４.４５月分

　　　　（１期の手当）　　　　　　　　（支給時期）
４５　　　　　　２,００９万円　　　　　　　　任期毎に支給
２５　　　　　　　９６４万円　　　　　　　　任期毎に支給

◆職員の手当の状況
（１）期末手当・勤勉手当

国千　　葉　　県流　　山　　市

－－１人当たり平均支給額（平成１７年度）
１９０万１千円

（平成１７年度支給割合）  
　　　期末手当　　勤勉手当
　　　3.0月分　　　1.4５月分
（再任用職員）
　　　1.6月分　　　0.7５月分

（平成１７年度支給割合）  
　　　期末手当　　勤勉手当
　　　3.0月分　　　1.4５月分
（再任用職員）
　　　1.6月分　　　0.7５月分

（平成１７年度支給割合）  
　　　期末手当　　勤勉手当
　　　3.0月分　　　1.4５月分
（再任用職員）
　　　1.6月分　　　0.7５月分

（加算措置の状況） 
職制上の段階、職務の級等による加算措置

役職加算　５％～２０％
管理職加算１０％～２５％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措
置

加算措置あり

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措
置

役職加算５％～２０％

（２）退職手当（平成１８年４月１日現在）

国流　　山　　市
勧奨・定年自己都合（支給率）勧奨・定年自己都合（支給率）
27.3　月分21.0　月分勤続２０年27.3　月分21.0　月分勤続２０年
42.12月分33.75月分勤続２５年42.12月分33.75月分勤続２５年
59.28月分47.5　月分勤続３５年59.28月分47.5　月分勤続３５年
59.28月分59.28月分最高限度額59.28月分59.28月分最高限度額

○その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）

○その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）
○退職時特別昇給
　勤続15年以上・勧奨および定年退職者1～2号給
○１人当たり平均支給額
 １,４３５万６千円（自己都合）
 ２,３７７万４千円（勧奨・定年）

※退職手当の１人当たり平均支給額は、平成１７年度に退職した職員に支給された平均額です

（３）地域手当（平成１８年４月１日現在）
４億８,７７５万１千円支給実績（平成１７年度決算） 
４５８,８４３円支給職員１人当たり平均支給年額（平成１７年度決算）

国の制度（支給率）支給対象職員数支給率支給対象地域
１％（平成２２年度から３％）1,0６３人８％全地域

１日現在）

主な増減理由

人
守衛・運転業務の縮小・欠員不補充等による減人
欠員不補充等による減人

人
欠員不補充等による減人
欠員不補充等による減人

人
＜参考＞人口1,000人当たり職員数　2.44人人
年金事務の縮小・欠員不補充等による減人
ごみリサイクル事務の充実・保健師の充実人
＜参考＞人口1,000人当たり職員数　1.82人人

人
事務の統廃合・指定管理者制度導入による減人
欠員不補充等による減人
＜参考＞人口1,000人当たり職員数　6.40人人
水道事業の一部業務委託による減人
欠員不補充等による減人
介護保険事務の充実による増員人

人

＜参考＞人口1,000人当たり職員数　7.01人人

計６０歳以上５６歳～５９歳５２歳～５５歳４８歳～５１歳４４歳～４７歳４０歳～４３歳

１,０７３人４人１２６人１８２人１９４人１５９人１１８人

値目標

平成２２年
数値目標平成１８年１年目７年

始期

１９人
１１人
－８人
６５３人人
２５人
４人

－２１人
３２６人人
７人
５人

－２人
９４人人
５１人
２０人
－３１人

９６４人
２２.１４％（注）１,０７３人人

（４）特殊勤務手当（平成１８年４月１日現在）
全職種区　　　分

４,１６６万４千円支給実績（平成１７年度決算）
６９,４４１円職員１人当たり平均支給年額（平成１７年度決算）
５４.４％職員全体に占める手当支給職員の割合（平成１７年度決算）
２１手当手当の種類（手当数）

（５）時間外勤務手当
職員１人当たり平均支給年額支給実績

１７０,０００円１億５,２６９万１千円平成１７年度決算
１６１,０００円１億４,５９３万１千円平成１６年度決算

（６）その他の手当（平成１８年４月１日現在）

支給職員１人
当たり平均支
給年額（平成
１７年度決算）

支給実績
（平成１７年度決算）国の制度との相違点内容および支給単価手当名

２５２,９６３円１億５,１２７万１,７３２円国と同制度

○配偶者 １３,０００円
○配偶者以外の扶養親族
２人まで ６,０００円
３人目から ５,０００円
（１６歳～２２歳の子１人につき５,０００
円加算）

扶養手当

９６,５４５円１億２２４万１,６２５円

○借家の場合（家賃１２,０００円を超える場合に限る）
　家賃の額に応じて２７,０００円を限度に支給
○自宅の場合
　新築・購入後５年間２,５００円

○借家の場合（家賃１１,５００円を超
える場合に限る）
　家賃の額に応じて２７,５００円を限
度に支給
○自宅の場合（世帯主に限る）
 ８,０００円（注）

住居手当

９８,２１４円８,８１９万６,４５７円

○電車・バスを利用する場合
　月額５５,０００円を限度として、６カ月を超えな
い期間で低廉な定期券の価格を一括支給
○乗用車等を使用する場合
　使用距離に応じて２,０００円～２４,５００円を支給

○電車・バスを利用する場合
　６カ月を超えない期間で低廉な
定期券・回数券等の価格を一括支給
○乗用車等を使用する場合
　使用距離に応じて５,１００円～
３２,８３０円を支給

通勤手当

５６６,９９１円９,７５２万２,３７３円

○管理又は監督の地位にある職員の官職のうち、
規則で指定する官職を占める職員に対し支給
　一種 給料月額の２５％　　　　
　二種 給料月額の２０％　　　　
　三種 給料月額の１６％　　　　
　四種 給料月額の１２％　　　　
　五種 給料月額の１０％　　　　
　本省庁課長補佐 給料月額の８％　　　　

○６級～９級の管理職に支給される

９級（部長相当職）給料月額の１５％
８級（課長相当職）給料月額の１２％
７級（課長補佐相当職）給料月額の１０％
６級で管理職であるもの（指導主
事、幼稚園園長）給料月額の９％

管理職手当

４０９,２９３円６,８７６万１,２６５円○祝日および年末年始に勤務した職員に通常の
時間単価に１３５／１００を乗じた額を支給

○祝日に勤務した職員に通常の時
間単価に１３５／１００を乗じた額を支
給
○年末年始に勤務した職員に通常
の時間単価に１５０／１００を乗じた額
を支給

休日勤務手
当

７１,８３２円１,１０６万２,０９８円国と同制度

○正規の勤務時間として深夜（午
後１０時～翌日午前５時）に勤務し
た職員に通常の時間単価に２５／１００
を乗じた額を支給

夜間勤務手
当

１４,７０５円１２９万４,０００円

○管理職が臨時又は、緊急の必要等により週休
日又は休日等に勤務した場合に支給される
　一種 １２,０００円　　　　　　　
　二種 １０,０００円　　　　　　　
　三種 ８,０００円　　　　　　　
　四種 ６,０００円　　　　　　　
　五種 ４,０００円　　　　　　　

○管理職が臨時又は、緊急の必要
等により週休日又は休日等に勤務
した場合に支給される
９級（部長相当職） １０,０００円
８級（課長相当職） ８,０００円
７級（課長補佐相当職） ６,０００円
６級で管理職であるもの（指導主
事、幼稚園園長） ４0,０００円

管理職特別
勤務手当

基づき、１期（４年＝４８月） 勤めた場合における退職手当の見込額です

純減率純減数
１２.７％140人

  　　（各年４月１日現在）

注：自宅の場合の住居手当「世帯主」分は、平成１９年４月から月額７,０００円となります

（　）　　 臨時増刊号３

市人事行政の運営状況の公表
　「流山市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、行政運営における人事の公正性・透明
性の確保を目的に、前年度における職員の任用、給与、勤務時間、分限、懲戒、服務、研修、千葉県市町村
公平委員会からの業務状況の報告等について、市長がその概要を毎年公表するものです。 
　なお、詳しい内容については、ホームページや市役所情報公開コーナーでご覧いただけます。

□問 人事課�７１５０－６０６８

◆人件費の状況（平成１７年度普通会計決算）
（参考）平成１６年
度の人件費率

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人　件　費
（Ｂ）実 質 収 支歳　出　額

（Ａ）
住民基本台帳人口

（平成１８年３月３１日）区　分

２８.７％２６.３％９５億８,３７５万９千円１０億５,４０６万７千円３６４億７,１４８万７千円１５３,０２６人流山市

２４.６％２６.１％１０５億６,２４３万３千円１０億１,４００万１千円４０５億１,２０７万１千円１５２,２６１人野田市

２５.２％２６.８％２４５億７,５８７万円　　３３億１,４８１万３千円９１５億４,７５０万９千円３７７,４７４人柏　市

２７.５％２７.７％２９７億５,０８９万３千円５１億１,０７６万４千円１,０７３億１,１９２万４千円４６９,０９０人松戸市

◆職員給与費の状況（平成１７年度普通会計決算）

１人当たり
給与費（Ｂ／Ａ）

給 与 費職員数
（A） 計（B）期末・勤勉手当職員手当給　　料

６７２万３千円７１億９,９７９万９千円１８億５,２５５万４千円１１億１,３００万４千円４２億３,４２４万１千円１,０７１人

◆人件費削減措置状況（本市では厳しい財政状況により、以下のとおり人件費の削減措置を行っています）
内　　容実施期間削減措置区　分

管理職手当を１０％減額平成１１年４月から平成１９年３月まで管理職手当の減額
一般職 管理職に支給される期末・勤勉手当の基礎額に加算す

る率を一律３～５％引き下げ同上期末・勤勉手当基礎額に
おける加算率の引き下げ

市長、助役および教育長の給料月額を２０％減額平成１５年７月から当分の間給料月額の減額

特別職 市長、助役および教育長に支給される期末手当を１０％減額平成１１年４月から平成１９年３月まで期末手当の減額

議員に支給される期末手当を５％減額平成１７年１月から平成１８年１２月まで議員期末手当の減額

◆ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

全国市平均近隣市平均流山市

１０１.７１０３.３１０３.１平成１２年度

　９７.６１００.７　９７.８平成１７年度

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合
の地方公務員の給与水準を示す指数です

※近隣市平均とは、我孫子市・野田市・柏市・松戸市・鎌ヶ谷市
のラスパイレス指数を単純平均したものです

※職員手当には、退職手当を含みません
※職員数は、平成１７年４月１日現在の人数です

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　　　　分

３７３,４３８円３１１,７９２円４７.０歳流　山　市

３４９,０６８円３０８,０１６円４８.６歳学校給食員

４０８,７４６円３０３,６８８円４１.７歳清 掃 職 員

４１０,０７４円３６０,７６３円５５.４歳用　務　員

４２７,００９円３４９,８０８円５０.５歳野　　田　　市

３８７,９１２円３２４,５６８円５０.５歳柏　　　　　市

３８０,３２５円３１６,３５６円４７.１歳松　　戸　　市

３７９,４７４円３２９,９６６円４９.１歳千　　葉　　県

－２８６,５００円４８.４歳国

３６０,０１１円－５６.１歳民間事業者平均

　②技能労務職（平成１８年４月１日現在）
◆職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
　①一般行政職（平成１８年４月１日現在）

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分

４８７,２７４円３９０,３３４円46.9歳流山市

４７８,０４６円３５９,３０９円４２.７歳野田市

４９６,３２３円３８６,７７１円４６.２歳柏　市

５１５,２９５円３９３,００９円４６.６歳松戸市

４５１,８５８円３６８,８４２円４４.７歳千葉県

－３２８,４７７円４０.４歳国

◆職員の初任給の状況（平成１８年４月１日現在）

初任給区　　分

１７６,８００円大学卒
流山市

一　 般
行 政 職

１４２,８００円高校卒

１７６,７００円大学卒
野田市

１４８,０００円高校卒

１７７,８００円大学卒
柏　市

１４３,８００円高校卒

１８３,８００円大学卒
松戸市

１４８,０００円高校卒

１７６,８００円大学卒
千葉県

１４２,８００円高校卒

 １７９,２００円大学卒国　Ⅰ

 １７０,２００円大学卒国　Ⅱ

１４２,８００円高校卒流山市

技　 能
労 務 職

１３９,５５０円高校卒野田市

１５９,６６７円高校卒柏　市

１４５,１００円高校卒松戸市

１４２,８００円高校卒千葉県

◆職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　（平成１８年４月１日現在）

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　　分

３８２,３７５円３２５,０２７円２４４,５３３円大学卒
流山市

一　般
行政職

３００,４００円２５７,３５０円―高校卒

３６９,１５６円３２０,６００円２７８,６００円大学卒
野田市

３１７,８３３円２７２,８６７円２２８,６００円高校卒

３６４,５４０円３２５,０００円２８２,３２６円大学卒
柏　市

３２９,１７５円２７９,８１４円２２８,７００円高校卒

３８４,９７０円３１５,５３０円２６８,２００円大学卒
松戸市

３３１,７００円２７６,８００円―高校卒

２６５,９００円２５７,３６７円１８９,６００円高校卒
流山市

技　能
労務職

２８５,４００円――中学卒

２９６,０００円２５９,８００円―高校卒
野田市

２８５,５００円――中学卒

２７０,４８０円２７０,２４０円２２９,０５０円高校卒
柏　市

―――中学卒

―２６０,８２０円―高校卒
松戸市

２７６,０２０円２４６,４００円１８９,０００円中学卒

◆一般行政職の級別職員数の状況（平成１８年４月１日
職員数標準的な職務内容区　　分
１人事務員／技術員１　級
４８人主事／技師２　級
３８人主任主事／主任技師３　級
４５人副主査４　級
１７２人係長／主査５　級
７３人係長／主査６　級
７０人課長補佐 ７　級
４８人次長／課長８　級
１４人部長／事務局長９　級
５０９人合　　計

※流山市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職

◆昇給期間短縮の状況（企業会計含む全職員）
普通昇給期間（１２～２４月）を短職員数（Ａ）

１６年度１７年度１６年度
６１人１,１０３人１,１３３人

◆特別職の報酬等の状況（平成１８年４月１日現在）
区　　分

（２条例上の額
給　 　 料

９３０,０００円市　 長
８０３,０００円助　 役
５５０,０００円議　 長

報　 　 酬 ４９０,０００円副 議 長
４６０,０００円議　 員

（平成１７年度支給割合）市　 長

期 末 手 当
助　 役

（平成１７年度支給割合）
議　 長
副 議 長
議　 員

（算定方式）　　　　
退 職 手 当 給料月額×在職月数×０.４市　 長

給料月額×在職月数×０.２助　 役

◆職員数の状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由（平成１８年４月

対前年
増減数

職　員　数区分
部門 平成１８年平成１７年

　０人　９人　９人議　 会

一
般
行
政
部
門

普
通
会
計
部
門　

－５人１６６人１７１人総　 務
－１人５３人５４人税　 務
　０人０人０人労　 働
－１人９人１０人農　 水
－１人１１人１２人商　 工
　０人１２６人１２６人土　 木
－８人３７４人３８２人計
－２人１９８人２００人民　 生福

祉
部
門

　２人８１人７９人衛　 生
　０人２７９人２７９人計
－８人６５３人６６１人一 般 行 政 計
－１９人１６１人１８０人教 育 部 門
－２人１６５人１６７人消 防 部 門
－２９人９７９人１,００８人小　 計
－５人２７人３２人水　 道公

営
企
業
等

会
計
部
門

－１人２３人２４人下 水 道
　４人４４人４０人そ の 他
－２人９４人９６人計

－３１人１,０７３人
〔１,３２６人〕

１,１０４人
〔１,３２６人〕

合　　　　計
〔　〕内は、条例定数の合計

（２）年齢別職員構成の状況（平成１８年４月１日現在）

３６歳～３９歳３２歳～３５歳２８歳～３１歳２４歳～２７歳２０歳～２３歳２０歳未満区　分
９０人８５人７２人３８人５人０人職員数

（３）定員管理の数値目標および進捗状況
①平成１７年４月１日～平成２２年４月１日における定員管理の数

平成１７
計画始

区　分
部　門

減　　　員

一 般 行 政
増　　　員
差　　　引

６６１人職　員　数
減　　　員

特 別 行 政
増　　　員
差　　　引

３４７人職　員　数
減　　　員

公 営 企 業 等 会 計
増　　　員
差　　　引

９６人職　員　数
減　　　員

計
増　　　員
差　　　引

１,１０４人職　員　数

注：数値目標に対する進捗率を示しています

※「平均給料月額」とは、平成１８年４月１日現在における
各職種ごとの職員の基本給の平均です
※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養
手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべ
ての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与
実態調査において明らかにされているものです

流山市の給与・定員管理等について 
　給与・定員管理等の公表は、「地方公共団体における職員給与等の公表について」（平成１８年１０月２０日付け総務
事務次官通知）の様式記載要領などに準じて掲載しているものです。
　なお、表中の千葉県の数値は、「千葉県民だより」を、近隣市の数値は、各市の協力によって作成しました。
また、引用した資料の違いにより、数値が異なる場合があります。

※退職手当の「１期の手当額」は、減額前の給料月額および支給率に基

平成２２年4月1日職員数平成１７年4月1日職員数
964人1,104人

②定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要  
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◆職員の任免および職員数に関する状況（平成１７年度）
（１）職種別採用者数

　
（２）事由別退職者数

　
（３）年度当初の常勤職員数（平成１８年４月１日現在）

　

◆職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成１８年４月１日現在）
（１）勤務時間の状況
　　　１週間当たり３８時間４５分、１日当たり７時間４５分（完全週休２日制）
（２）休暇の制度
　　ア　有給休暇　・（年次休暇）年間２０日
　　　　　　　　　・（特別休暇）結婚、忌引き、夏季、リフレッシュ、ボランティア、骨髄提供、子の

看護、妊娠・出産に係る休暇等
　　イ　無給休暇　・介護休暇
（３）育児休業および部分休業の制度
　　ア　育児休業　　　３歳未満の子を養育する職員が、子が３歳に達するまでの期間、原則１回取得
　　イ　部分休業　　　３歳未満の子を養育する職員が、子が３歳に達するまでの期間、１日を通じて

２時間を超えない範囲で取得

◆職員の分限および懲戒の状況（平成１７年度）
（１）職員の分限処分の状況について　　　　　　（２）職員の懲戒処分の状況について

　

◆職員の服務の状況
（１）一般職員（市長部局）の年次有給休暇の取得状況について（平成１７年）

　
（２）育児休業および部分休業の状況

　

◆職員の競争試験および選考の状況（平成１７年度）

　

◆平成１７年度千葉県市町村公平委員会の業務状況について
　流山市に該当する案件はなし

◆職員の福祉および利益保護の状況（平成１７年度）
（１）共済組合保健事業
　　①成人病予防検査　　受検者数　２０８人
　　②短期人間ドック　　受検者数　５７０人
（２）公務災害等補償状況
　　・公務災害療養補償　　　　　　　７件
　　・通勤災害療養補償　　　　　　　１件

（１）庁内研修および委託研修
人数対　　　象研　修　名
４人新規採用職員新規採用職員研修
４４人受付、各セクションの窓口担当職員マ ナ ー 研 修
１２人課長等の職にある者７ つ の 習 慣 研 修
３７人係長等の職にある者公 務 員 倫 理 研 修
６７人部長、課長の職にある者組 織 活 性 化 研 修
５５人課長補佐等の職にある者接遇リーダー研修
７７人部長、課長の職にある者人 事 評 価 者 研 修
３８人部長、課長の職にある者少子高齢問題講演
１９人部長、課長の職にある者および防災関係職員危 機 管 理 研 修
１９人技能労務の職にある者技能労務職員研修

（２）派遣研修
人数研　　修　　名研　修　先
１人第２部課程自 治 大 学 校
１人街路研修国 土 交 通 大 学 校

９人

固定資産税課税（家屋）、住民税課税事務、安心
・安全のまちづくり、住民行政事務、災害に強
い地域づくり、給与構造改革セミナー、住民と
行政の協働、広報公聴、市町村税徴収事務

市町村職員　中央研修所

２１人

土木職員研修、監査事務研修、主任保育士研修、
プレゼンテーション研修、法制実務研修、固定
資産税（総合）研修、税務事務研修、接遇研修
指導者養成研修、部下育成（コーチング）研修、
徴税事務研修、課長補佐研修、中堅職員研修、
課長研修、財政研修、市町村民税研修、環境行
政研修、行政広報研修、政策形成研修

千葉県自治研修センター

（３）特別研修
人数対　　　象研　修　名

５５人７級以上の職員
第６１回幹部職員共同研修会
「早稲田発　ゴミが商店街を元気にした」
｢上司と部下のストレス学」

９０人係長相当職以上の職員
ひとづくり講演会
「人材の育成と行政における具体的事例」

１４人担当職員危機管理講習会

５人担当職員
ＮＰＯと行政の対話フォーラム
「自律と協働から生まれる新たな社会」

１７人関係各部の職員パートナーシップ推進塾
（４）自主研修

助成件数申請件数講　　座　　名

２６件２７件
社会福祉士養成講座、全国自治体政策交流会議、防災士研修
講座、公立保育所トップセミナー、まちづくり拝見研修会等

◆研修の状況（平成１７年度）
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市
内
の
こ
と
し
の
主
な
出
来
事（
６
月
〜

月
）

市
内
の
こ
と
し
の
主
な
出
来
事（
６
月
〜　

月
）

１２１２

６月７月８月９月１０月１１月１２月

◎
水
道
局
新
庁
舎
オ
ー
プ
ン

◎
流
山
ま
な
び
・
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

◎
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
を
運
行
す
る
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
㈱
の
株

主
総
会
で
井
崎
市
長
ら
沿
線
５
首
長
が
東
京
駅
延
伸
等
の
要
望
書
を

提
出

◎
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
第
１
号
認
定

◎
第
１
回
協
働
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

◎
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
を
就
学
前
児
ま
で
拡
大

◎
市
民
手
作
り
の
平
和
を
願
う
折
り
鶴
５
万
５
千
羽
を
市
内
小
学
生

ら
が
広
島
平
和
記
念
公
園
へ
届
け
る

◎
第　

回
流
山
花
火
大
会
に
９
万
５
０
０
０
人
。対
岸
の
埼
玉
県
三

３０

郷
市
の
花
火
大
会
と
初
の
同
時
開
催

◎
Ｔ
Ｘ
１
周
年
、
駅
コ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
サ
マ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
２

０
０
６
」
を
開
催

◎
環
境
省
「
地
域
の
熱
環
境
改
善
構
想
」
の
適
用
第
１
号
を
受
け
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
市
内
を
熱
環
境
調
査

◎
市
議
会
本
会
議
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
継
開
始

◎
利
根
運
河
が
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
に
認
定

◎
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
乗
り
継
ぎ
券
を
発
行

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
図
書
館
の
蔵
書
検
索
サ
ー
ビ
ス
開

始
。　

月
か
ら
は
貸
し
出
し
予
約
も
開
始

１１

◎
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
市
独
自
の
軽
減
策
を
設
定

◎
流
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
開
催
、新
コ
ー
ス
で
１
５
７
７
人
が
力

走◎
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
誌
の
「
効
率
化
・
活
性
化
度
」
で
本
市
が
全
国

４
位
と
し
て
紹
介
さ
れ
る

◎
路
上
喫
煙
お
よ
び
ポ
イ
捨
て
の
重
点
区
域
内
で
の
過
料
徴
収
開
始

◎
初
の
東
葛
国
際
映
画
祭
が
本
市
を
は
じ
め
３
市
で
開
催

◎
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
大
し
め
縄
行
事
」
が
行
わ
れ
る

◎
西
深
井
小
学
校
が
全
日
本
学
校
歯
科
保
健
優
良
校
表
彰
で
日
本 

一
に

◎
市
民
ま
つ
り
、
流
山
産
業
博
が
同
時
開
催

◎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
後
藤
純
男
展
を
開
催

◎
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
１
周
年
、
利
用
者
数
が
累
計　

万
人
を
突
破

１８

◎
市
民
活
動
団
体
と
市
民
の
交
流
の
場
と
し
て
第
２
回
協
働
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

◎
駅
コ
ン
で
木
村
弓
さ
ん
が
難
病
児
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

◎
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
写
真
展
と
横
田
ご
夫
妻
の
人
権
講
演
会
開
催

◎
市
制　

周
年
記
念
「
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
流
山
」
を
開
催

４０

合計再任用教職員看護師保健師一般行政

１２人１人４人１人３人３人

合計その他免職死亡自己都合勧奨定年

５２人７人１人３人４人１３人２４人

合計水道局消防本部教育委員会農業委員会監査委員会選挙管理委員会議会市長部局

１,０７３人２７人１６５人１６１人３人５人４人９人６９９人

降給休職免職降任

－延べ３２人１人－

免職停職減給戒告

－－－－

取得率平均取得日数対象職員数総取得日数総付与日数

３０.６％１２.０日４８３人５,７９１日１８,９１６日

部分休業取得者数育児休業取得者数 うち両休業取得者数

―――男性職員

２人―１１人女性職員

２人―１１人計

最終合格者数１次選考合格者数申込者数試験区分

３人３人９人保健師

１人３人４人看護師

３人１２人６２人消防士（初級）

１人２人４人消防士（救急救命士）

１人５人１６人精神保健福祉士

流流山山おおおおたたかかのの森森駅駅にに

光光ののトトナナカカイイ出出現現

（３）職員定期健康診断　一般職員　受検者数　　　６５６人
　　　　　　　　　　　　臨時職員　受検者数　　　１１４人
（４）健康管理講演会　　　　　　　受講者数　　　７０人
（５）メンタルヘルス・ケア講演会　受講者数　　　３１人
（６）メンタルヘルス研修会　　　　受講者数　　　３人
（７）Ｂ型肝炎予防接種　　　　　　接種者数　延べ３２人
（８）健康管理相談　　　　　　　　相談件数　　　１２人

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
監
査

１５

１０

委
員
と
し
て
尽
力
い
た
だ
い
た
石

井
茂
雄
氏
が
９
月　

日
に
退
職
し

３０

た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
後
任
者
に

石
原
俊
典
氏
を
選
任
す
る
議
案
を

市
議
会
第
４
回
定
例
会
の
初
日　
１１

月　

日
に
提
案
し
、
議
会
の
同
意

３０
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、　
１２

月
１
日
に
石
原
氏
に
井
崎
市
長
か

ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
原
俊
典
氏
の
略
歴

　

昭
和　

年
２
月
７
日
生
ま
れ
。

２０

　

歳
。
デ
ロ
イ
ト
・
ハ
ス
キ
ン
ズ

６１ア
ン
ド　

セ
ル
ズ
会
計
士
事
務
所

を
経
て
昭
和　

年
、
石
原
俊
典
公

５５

認
会
計
士
事
務
所
を
開
設
。
こ
う

の
す
台
在
住
。

監
査
委
員
に
石
原
俊
典
氏

掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

※
太
字
の
項
目
は
、
１
面
に
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
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